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はじめに 

「家具・家電のリユースを通じたごみの減量」、そして「ごみの環境への影響について

考える機会の創出」を目指して過去 30 回にわたって実施してきた名古屋大学下宿用品リ

ユース市（以下リユース市）も今回で 31回目となりました。 

今回は委員会の運営体制で四苦八苦し、会場の確保にも時間をかけてしまったため、規

模を広げることには手が回りませんでした。しかし、前回よりは計画的な運営を行い、効

率的な運営の道が見えてきました。また、2 社の企業から物品をご提供いただき、学内外

をつなげるリユースができました。その結果と反省をここにご報告いたします。 

今年もリユース市開催にご協力いただき誠にありがとうございました。より良い運営

に努めてまいりますので、今後ともリユース市をよろしくお願い申し上げます。 

 

第 31 回名古屋大学下宿用品リユース市実行委員会 代表 

奥村 友為（経済学部 3年） 
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I.概要 

名称 

第 31 回名古屋大学下宿用品リユース市（略称 リユース市） 

主催 

名古屋大学下宿用品リユース市実行委員会 

協力 

国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学（施設・設備の提供） 

名古屋大学異文化交流サークル ACE・NUFSA 

後援 

名古屋市、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学 

開催期間 

2026 年 3 月 21、22 日 

開催場所 

名古屋大学豊田講堂 

実施内容 

 名古屋大学生及び周辺の住民から使用可能な家具・家電等を引き受け、必要とする人に引

き渡す。 

開催規模 

〈人数規模〉 

• 物品提供者・団体数 18人、2 団体 

• 物品受取者・団体数 53人 

• オンライン 20 人 

• 対面 29 人 

• 後日残品セール 4人 

• 対面開催来場者数 45人 

• スタッフ数 32 人 （ACE・NUFSA の方を含めない場合 20 人） 

〈物品規模〉 

• 今回引き受け物品数 203品 （抽選対象 77 品、抽選対象外 126品） 

• 前回持越し物品数 33品（抽選対象 13 品、抽選対象外 20品） 

• 引き渡し物品数 228品 

• オンライン開催 25 品（抽選対象 25 品、抽選対象外 0品） 

• 対面開催 166 品 （抽選対象 56品、抽選対象外 110 品） 

• 後日残品セール 37 品（抽選対象 7 品、抽選対象外 30） 

• 廃棄・リサイクル物品数 0 品 

• 残品数 8品 （抽選対象物品 2 品、抽選対象外物品 6品） 

 



II. リユース市の目的と目標 

目的 「環境負荷低減、意識向上のために、下宿用品のリユースを推進する」 

→達成 

目標 「洗練されたシステムと効率性の高い広告により、持続可能なリユース市     

運営の礎を築く」 

→一部達成（システムを洗練させることは出来たが、まだ改善の余地は多い。広告

はコスト削減をしたのみであり、効果の高い方法は今後探る必要がある） 

 

III. 開催までのスケジュール 

 

10月 委員会発足、倉庫・会場調整開始 

11月 過去の反省・改善 

12月 企画書作成、広告作成、広報開始、各種申請 

1 月 関係団体との調整 

2 月 物品引き受け、引き渡しを本格化 

3 月 対面開催 

4 月 残品処理、反省会、決算・報告書作成 

 

IV. 広報 

学内及びインターネットでの広報を行い、地域への広報は口コミやインターネットに頼っ

た。 

〈方法〉 

• 12月、東山キャンパスに開催を知らせる立て看板を設置した。 
• X と Instagram を用いた広報を時期に応じて内容を変えながら行った。 

• 名大ポータルを通じて在学生に広報を行った。 

• Peatixやイベキャン+などのイベントサイトを通じて広報を行った。 
• 各学部の学務に連絡して TACT等を通じた広報を行った。 

• 教育推進部学生交流課に連絡し、国際棟や留学生の寮での広報を行った。 

• 全学新入生歓迎実行委員にオブザーバー参加し、入試合格者へ電子チラシを頒布し

た。 

• 学生会館など、学内の掲示板を用いて広報を行った。 
〈結果・反省〉 

• コストを抑えることはできたが、新入生や地域の方への広報はあまり広がらず、留学

生での広がりに頼ることとなった。 



• リユース市を知った方法としては「ホームページ」が一番多く 3割強を占め、SNSは

15%にとどまった。現段階では SNS アカウントの発信力がないため、単なる投稿で

は潜在的な参加者を引き込む力は弱いと言える。 

 
※アンケートは任意のため、全ての意見は収集していない。 

※物品引き受け・引き取り、対面開催でのアンケート結果を合算している。 

• 参加者の所属は学生が 8割強であるが、地域住民はアンケートに回答しない傾向にあ

るため、実際は地域住民も 2割程度参加していただいている。 

 
※アンケートは任意のため、全ての意見は収集していない。 
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※物品引き受け・引き取り、対面開催でのアンケート結果を合算している。 

• 名大生の学年内訳は、M2 からの物品引き受けと新 B1 への物品引き渡しが多かった

ため、当該 2学年は割合が大きくなった。 

文系の B4からも物品を引き受けられるように広報の工夫を模索したい。 

 
※アンケートは任意のため、全ての意見は収集していない。 

※物品引き受け・引き取り、対面開催でのアンケート結果を合算している。 

 

V. 物品引き受け 

名古屋大学及び周辺の大学の卒業生・在学生、地域住民から物品の引き受けを行った。 

〈日程〉 

• 倉庫での引き受け：2月 17、22日、3月 1、7、13、16、21日 

• トラックでの引き受け：2 月 22 日、3月 13、21日 

〈結果〉 

• 前年と同水準で新しく 203 品の物品を引き受けることができた。 

• 物品提供者数は確認できる限り 18 名と 2 団体であり、前年より減少した。 

〈反省〉 

• 倉庫付近までは来ることができても倉庫の場所がわからないという意見があったた

め、倉庫の目印となる物を常に倉庫の前に出しておくと良い。 
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• 引き受ける物品は事前にフォームを通じて確認し、大きいものに関しては引き取り手

が見つかるか考えてから引き受けたため、倉庫のキャパシティ不足や引き取り手が見

つからず処分が必要になるという問題は発生しなかった。 

 

VI. 物品引き渡し 

名古屋大学及び周辺の大学の新入生・在学生・教職員・地域住民へ物品の引き渡しを行った。 

〈日程〉 

• 倉庫での引き渡し：3月 13、16、21、22 日、4月 1、2日 

• トラックでの引き渡し：3 月 13、21、22、29 日、4 月 4日 

〈結果〉 

• 236 品のうち 228 品を引き渡すことができた。 

• 物品受取者数は確認できる限り 52 名であり前年の水準を維持した。 

〈反省〉 

• 倉庫付近までは来ることができても倉庫の場所がわからないという意見があったた

め、倉庫の目印となる物を常に倉庫の前に出しておくべきだった。 

 

VII. 物品管理 

• 第二課外活動共同棟の 15番倉庫で物品を保管した。 

• 残品に関しては環境サークル Song of Earth が管理している第二課外活動共同棟の 10

番倉庫で次回まで保管する。 

• 全ての家具・家電に関して、大まかな清掃・点検を実施した。 

• 寸法・状態等について、写真とともにウェブサイト上に掲載した。 

〈反省〉 

• 倉庫を共有する名大祭実行委員会と鍵の受け渡しや物の置き場所のやりとりで手間

取ることがあったため、より緊密に情報共有をすべきであった。名大祭実行委員会に

は何度か情報共有のお願いをしたが結局根本的な解決には至らなかったため、新しい

ツールの導入等を検討すべきであった。 

• 物品管理に関して実用的なマニュアルが存在しなかったため新しくマニュアルを作

成した。今後細かい対処などの内容を拡充させていきたい。 

• ねじの緩みなど、短時間で解消できる問題に関しては委員会でより細かくチェック

しておくべきだった。 

 

VIII. 対面開催 

• 3 月 22 日に豊田講堂のアトリウム及びホワイエに物品を展示し、45 名に来場いただ

いた。 

• 来場者には整理券を渡し、整理番号を活用して円滑な運営を行った。 



• 当選告知にスプレッドシートを用いることで、個別にアナウンスしなくても当選物品

がわかるようにした。 

• アンケートフォームと、時間制限のある抽選申し込みフォームを分離させることで、

腰を落ち着けてアンケートに回答できるようにした。 

〈前日の流れ〉 

12:00-12:10 倉庫に集合、目的・手順説明 

12:10-17:50 物品・備品点検、清掃 

13:00 頃 トラックを借りてくる 

17:30 トラック準備完了 (倉庫待機)  

17:55-19:45 豊田講堂に備品・物品運び込み 

19:45-20:00 豊田講堂撤収準備 

20:00 豊田講堂施錠 

20:30 倉庫施錠 

〈当日の流れ〉 

8:30 豊田講堂南側ピロティに集合、1日の流れを説明 

8:40-9:30 会場準備 

9:30-11:30 リハーサル 

11:30-13:00 昼食・開場準備 

13:00 開場 

13:00-14:00 フォーム申込期間① 

14:00-14:30 抽選第 1回当選者発表 

14:30-15:30 フォーム申込期間② 

15:30-15:45 抽選第 2回当選者発表 

15:45- 残品セール、残りの配送準備 

17:00 閉場 

17:00-18:00 豊田講堂撤収、施錠 (残品は倉庫へ移動) 

18:30 トラック返却 

19:00 残品収納完了、倉庫施錠 

 

〈反省〉 

• 分離させたアンケートフォームへの回答率が非常に低かった。 

• 英語での受付対応やアナウンスが不十分だった。 

 

IX. 後日残品セール 

• 次回のリユース市に持ち越す物品を最小限にするとともに、オンライン開催と対面

開催の機会を逃した方にも物品を受け取っていただくため、残品セールを開催し

た。 



〈広報方法〉 

• 残品の写真を掲載した広告を作成し、SNS と口コミ、サークルへのメールで残品セ

ールの広報を行った。 

〈引き渡し方法〉 

• 残品の写真や状態をウェブサイト上の物品リストから確認してもらい、受け取りた

い物品がある場合は公式 LINEかメールで連絡していただくようにした。物品の受

取者は先着順で決定した。受取日時に関しては、スタッフと受取者の都合がつく時

間で臨機応変に決定した。 

〈反省〉 

• 残品セールが開始してからの広報をより活発に行っていれば残品を渡し切ることが

できたかもしれない。 

 

X. 他団体との協力 

• 譲国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学からは倉庫と会場を提供いただき、広

報のため後援名義をお貸しいただいた。 

• 名古屋市からは広報のため後援名義をお貸しいただいた。 

• 名古屋大学異文化交流サークル ACE・NUFSAからは留学生対応のため、宣伝と対

面開催におけるスタッフの派遣に力をお貸しいただいた。 

• 株式会社進和から物品の提供をいただいた。 

• 株式会社アドヴィックスから物品の提供をいただいた。 

〈反省〉 

• 会場の確保に時間をかけて開催の目処が立つのが遅れたため、各所への情報共有が

滞った。次回は会場や倉庫の確保などの開催の前提条件をより早く整えるか、目処

が立つ前から緊密な情報交換を行うべきである。 

  



XI. 決算 

• 広告宣伝に係る費用を削減しスタッフ補助も行わず、その他もできるかぎり費用を切

り詰めることで、予算よりも支出を減らし健全な収支を維持することができた。 

• トラックは直前まで運搬する物品がわからなかったため普通車クラスのものを使用

していたが、軽自動車クラスのトラックでも事足りる日程が多かったため、見直す必

要がある。 

• トラックのレンタルオプションとしてブルーシートとトラックロープを借りていた

が、自前で用意した方が支出を削減できるため、来年は全ての日程でブルーシートと

トラックロープを委員会で用意するべきである。 

収入の部 

単位：円 

収入 
予算金

額 
決算金額 比較増減 

カンパ 

引き受け日・引き渡し日

カンパ 
50,000 43,350 △6,650 

対面開催日カンパ※1 30,000 48,050 18,050 

その他 0 0 0 

株式会社進和からの援助額 0 0 0 

その他収入 （利子等) 0 275 275 

小計① 80,000 91,675 11,675 

前回繰越修正 32,832 32,832 0 

前回繰越金 141,780 141,780 0 

小計②（真の前回繰越金）※2 174,612 174,612 0 

合計 254,612 266,287 11,675 

※△はマイナスを示す 

※１ 参加したスタッフからのカンパも含まれる。 

※２ 前回の決算で算出した繰越金と今回始めに存在する現預金が一致しなかったため、

前回繰越修正とすることで真の前回繰越金を求めた。 

 

  



支出の部 

単位：円 

支出 予算金額 決算金額 比較増減 

運送費 

レンタカー代 80,000 76,407 △3,593 

燃料費 6,000 4,552 △1,448 

駐車料金 4,000 2,971 △1,029 

消耗品費 3,000 851 △2,149 

備品購入費 3,000 2,764 △236 

通信費 0 0 0 

印刷費※1 10,000 820 △9,180 

スタッフ補助費 5,000 0 △5,000 

ウェブサイト維持費※2 2,548 2,548 0 

保険料 1,700 1,900 200 

物品処分費 0 0 0 

広告宣伝費 10,000 0 △10,000 

クリーニング代※3 6,000 0 △6,000 

小計 131,248 92,813 △38,435 

予備費 123,364   

次回繰越金  173,474  

合計 254,612 266,287 11,675 

※△はマイナスを示す 

※1 立て看板の印刷費のみを計上している。会場の掲示物の印刷には個人のプリンターを

使用しているため計上できていない。 

※2 今年度のサーバー維持費は前年に前払いを行っているため、ドメイン維持費のみ計上

した。 

※3 スタッフジャンパーに目立った汚れは発生しなかったため、クリーニングは行わず

手洗いのみを行った。 

 

  



XII. 総括 

〈良かった点〉 

• 準備は万全なものだとは言えなかったが、大きな迷惑をかけることなく企画を完了す

ることができたうえ、持続可能なレベルの収支に収まったことは満足のいく結果だっ

た。 

• マニュアルを体系的に更新し、備品の数や状態をデータ化し、対面開催のスケジュー

ルを細かく書いて共有することで、対面開催時の代表への負担をできるだけ減らせる

ように工夫した。 

• Todo リストと Discord を用いて細かく報告しながら活動したため、次回以降の運営

に有益な情報を残すことができた。 

〈来年への課題〉 
• 委員会の運営においてコミュニケーション不足による準備不足が露呈し、代表や一部

のメンバーがタスクを集中して負担していたため、組織としての活動方法を見直し、

委員会発足前からコミュニケーションの機会を増やしていきたい。 
• 個人での印刷費やスタッフの昼食費をスタッフやサークルで負担していたため、より

収入を増やし削れる費用は削るようにし、必要な印刷物は事前に委員会で印刷して昼

食の補助も計上するようにすることで、より独立し持続可能な運営を目指したい。 
• 対面開催で実施した単体のアンケートは集まりが非常に悪かったので、次回に活かす

ためにアンケートの方法を模索したい。 
• より洗練されミスが起こりにくいシステムを構築したい。 


